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司会：島田敏男・日本記者クラブ企画委員 

（ＮＨＫ解説主幹） 沖縄県知事の翁長さんを

お招きしての記者会見を始めたいと思います。

最初、知事から 30 分ほどお話をしていただき

ます。今度の訪米を前にしてのお考えなどをお

聞きできればと思います。その後、質疑応答を

行います。本日の司会担当は、企画委員のＮＨ

Ｋの島田です。 

私がいま着ておりますこのかりゆしは、沖縄

県当局からいただいたものではございません。

知事選の取材で国際通りを歩きながら探した

品でございます。知事のかりゆしは正装、私の

は観光客向け用という解説を、先ほど地元紙の

沖縄タイムスさんや琉球新報さんから伺いま

した。 

沖縄の代表として、ぜひ知事に忌憚のないお

話を伺いたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

翁長 日本記者クラブの皆さま、こんにちは。

本日は、このような会見の場を設定していただ

き、そして、こんなに多くの方々においでいた

だきまして、初めてのことでもあり緊張してお

りますけれども、何とかいまの沖縄の状況とい

うものを説明させていただければありがたい

なと思っております。 

普天間基地の県外移設、新辺野古基地建設に

なぜ反対するのかをお話しする前に、ほんの少

しだけ沖縄の紹介をさせていただきたいと思

います。 

沖縄は、文化の多様性に富んだところでござ

います。首里城やかりゆしなどいろいろござい

ますが、きょうは、沖縄の言葉であります「ウ

チナーグチ」を紹介する中から、沖縄の歴史に

触れ、基地問題、また経済の問題についてもお

話ができればと思っております。 

ウチナーグチというのは、なかなかわかりに

くくて、ほとんど聞き取れないと思いますので、

まずどういうことをお話しするかということ

を標準語でお話して、それからウチナーグチで

挨拶をしたいと思います。 

どういうことを言うかといいますと、「どう

も皆さん、こんにちは。私は沖縄県知事の翁長

雄志と申します。お見知りおきを願います。き

ょう、このように多くのマスコミの皆様にお集

まりいただき、心から感謝申しあげます。沖縄

の問題は大変難しいですので、皆様方で私の話

をお聞きになって、多くの方にわかりやすく説

明してください。よろしくお願いします」とい

うのをウチナーグチでしゃべってみますので、

よろしくお願いいたします。 

ハイサイ、グスーヨー、チューウガナビラ。

ワンネー、ウチナーヌチジヤイビーン。ミーシ

ッチョーティウタビミセービリ、オナガタケシ

イチョーイビン。チューヤ、ウングトゥシ、オ

オクヌグスーヨガアチマッティクィミソーチ、

イッペーニフェーデービル。ウチナーヌクトー、

デージナムチカーサヌヤイビージガ、ウンジュ

ターサーニ、ワンクトゥバチチクィミソーチ、

オオクヌチュンカイ、ナラーチクィミソーリ。

ユタサルグトゥウニゲーサビラ。 

どうですか、聞き取れますか。（笑）（拍手） 

沖縄本島は小さな島ですが、大阪弁、名古屋

弁、九州弁のように、どの市町村の出身かとい

うのがわかるぐらい言葉が違います。宮古、石

垣、与那国、あるいは伊良部、多良間というと

ころは私も、その人たちの言葉はよくわかりま

せん。彼らもお互いによく聞き取れないぐらい、

沖縄は言葉に関しても多様性を持っておりま

して、それぞれの島々が自然と歴史と伝統、文

化を持っておるところであります。 

沖縄は、ご承知かと思いますが、東西に

1,000 ㎞、南北に 400 ㎞の中に、160 の島々が

ございます。その中に尖閣もあるわけでありま

す。また海底油田とか海底資源とか、いろいろ

ありますし、160 の島々のうちの 40 に人が住

んでおります。日本の排他的経済水域は世界第

6 位でありますけれども、沖縄の点在する 60

の島々はそれに貢献をしているということに

もなります。簡単でありましたけれども、沖縄

の紹介をさせていただきました。 

沖縄は、約 500 年に及ぶ琉球王朝の全盛期の

中で、「万国津梁の精神」といいまして、アジ

アの架け橋になるんだということで、大交易時

代を謳歌いたしました。 
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ベトナムに行ったときには、現地の歴史博物

館で「600 年前に琉球人来る」と書いてあるの

をみて感動した覚えがございます。 

中国の福州とも大変深いつながりがありま

して、福州にたくさんの琉球人が渡り北京に行

く間に亡くなった方もおりまして、琉球人墓と

いう墓苑もあり、地域の方に管理していただい

ております。琉球館という名の宿も残っており

ます。 

それから、北京に行きますと、科挙の合格者

たちが学んだ国子監、その中に琉球学館という

のがありまして、オブザーバーとしてそこで学

んでいたこともございます。 

それから、琉球の特産品であります泡盛は、

タイのお米を原料にしておりますので、やっぱ

り数百年前からタイとも交流があるというこ

とであります。 

アメリカのペリー提督が初めて日本に来た

のは 1853 年です。浦賀に最初にペリーさんは

来たことは間違いありませんけれども、ペリー

はその前後、実は 5回、沖縄を訪れておりまし

て、通算 85日ほど那覇に滞在し、1854 年に独

立国としての琉球と合衆国との間に琉米修好

条約を結んでおります。琉球はフランスやオラ

ンダとも同様の条約を締結しております。 

琉球はその 25 年後、日本国に併合されまし

た。1879 年、私たちはそのことを「琉球処分」

と呼んでいるわけであります。そういう中から、

日本国の一員として、今日の私たちがあるわけ

であります。 

先ほど、私、ウチナーグチをしゃべりました

けれども、（「琉球処分」後に）ウチナーグチ

の禁止令が出まして、しゃべってはいかんとい

うことで、私どものおじいさん、おばあさんは、

一生懸命、標準語をしゃべる努力をしたわけで

あります。第二次大戦後も禁止令は一時期続い

ており、「方言札」というのがあって、違反を

したらこの札を肩から垂らすのです。ウチナー

グチを使った人がいたら方言札を渡してウチ

ナーグチは使わないで日本語を使いなさいと

いうようなこともございました。 

そういう中で、ウチナーンチュは立派な日本

人になるんだということで大変努力をし、必死

に頑張って日本国民として誉れを感じたいと

いうことでやってきましたけれども、その先に

待っていたのが 70 年前の沖縄の戦争でありま

した。 

約 10 万人を超える沖縄の人たちと、日本軍

とアメリカの兵士、合わせて 20 万人余が、日

本で唯一の地上戦で亡くなったわけでござい

ます。 

その中で起きた戦争の醜さみたいなものは

ここで言及しません。とにかく沖縄は戦前、戦

中、戦後と、日本国にある意味で操を尽くして

まいりました。その結果が、戦後、サンフラン

シスコ講和条約で日本の独立と引きかえに、約

27 年間、米軍の施政権下に差し出されたわけ

です。 

米軍との苛酷な自治権獲得闘争は想像を絶

するものがございました。当然のごとく、日本

国憲法の適用はありません。児童福祉法の適用

もなし、27 年間、国会議員を一人も本土に送

ったことはございません。沖縄は日本国民でも

なく、アメリカ国民でもなく、本当に大変な時

代でございました。日米地位協定も不平等条約

と言われますけれども、そのときは治外法権み

たいなもので、いろんな事件がありましたけれ

ども、犯罪を犯した米兵はそのまま無罪で本国

に帰るというような時代でございました。 

インドネシア沖で沖縄の漁船が拿捕されて

も、そのときは三角の旗を持っていたそうなん

ですが、そういったものは何の意味もございま

せんでした。 

それから、ベトナム戦争には、沖縄から毎日

米軍が出撃をいたしました。Ｂ52 を中心とし

て、ベトナムとの長い戦いは、沖縄がある意味

で中心になったわけでございます。 

そういうことがございましたけれども、その

間、日本は、ある意味で、自分の力で日本の平

和を維持したかのごとく、高度経済成長を謳歌

して今日に至ったわけでございます。 

これから基地の問題に入っていきます。 

日本政府は、普天間基地の危険性除去が原点

である、その唯一の解決策は新辺野古基地建設
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であると言っております。 

しかし、沖縄から言わせてもらいますと、普

天間基地の原点は、戦後、住民が収容所に入れ

られている間に米軍に強制接収をさせられた

ことであると私たちは思っております。 

皆さん、何回か、この私の言葉を聞いたこと

もあると思いますけれども、確認をしたいと思

います。沖縄は、今日までみずから基地を提供

したことは一度もございません。普天間基地も、

それ以外の取り沙汰される飛行場や基地も、戦

後、沖縄県民が収容所に入れられて、住民がい

ない中でとられたり、あるいは住民がいるとこ

ろでは銃剣とブルドーザーで基地に変わって

いったわけでございます。 

土地を奪っておいて、県民に大きな苦しみを

今日まで与えておいて、普天間基地が老朽化し

たから、世界一危険になったから、おまえたち

が負担しろ、辺野古が唯一の解決策だ、嫌なら

代替案を出せ、日本の安全保障をどう考えてい

るのか、と言う。こういう話をすること自体が、

私は日本の国の政治の堕落ではないか、このよ

うに申しあげているわけであります。 

新辺野古建設の工事の現状も、まさしくいま、

海上での「銃剣とブルドーザー」での基地建設

の様相を呈してまいりました。 

私は自国民の自由、平等人権、民主主義、そ

ういったものを守れない国が、どうして世界の

国々とその価値観を共有できるだろうかと、大

変疑問に思っております。 

日米安保体制、日米同盟というものは、もっ

と品格のある、誇りの持てるようなものでなけ

ればならないと思っております。それこそが日

本がアジアのリーダーとなり、世界のリーダー

となって、確固とした価値観を持った日本の存

在を示すことになると思いますし、日米安保体

制も、そのことで一番安定をするのではないか、

と思っております。 

安倍総理と会談させていただきました。この

会談でも、安倍総理から特に 2点にわたって努

力をしているからぜひご理解をお願いしたい

とのお話がありました。 

1 つは、嘉手納以南の返還を着々と進めてい

るということでございました。それから、2つ

目は、オスプレイは、沖縄の負担を軽減するた

めに本土でも訓練をしているので、その辺のと

ころはご理解願いたいということでした。 

しかし、嘉手納以南の基地の返還は、話を聞

くと相当進んでいるようにみえるかもしれま

せんけれども、私は一昨年、小野寺防衛大臣や

防衛局の方々と話をしたときに、一体全体、普

天間基地が新辺野古に移設され、それから嘉手

納以南のキャンプキンザーとか那覇軍港とか

キャンプ瑞慶覧とか、5つぐらいある基地施設

が返還されてどれだけ基地面積が小さくなる

んですか、ということで、一緒になって計算し

ました。 

日本全土の 0.6％しかない沖縄に在日米軍

基地の 73.8％があるわけですけれども、この

73.8％が、普天間が新辺野古に移り、嘉手納以

南の 5つの基地も移って、どれだけ減るかとい

ったら、たった 0.7 ポイントだけです。つまり

73.8％が 73.1％になるだけなんです。これに

は小野寺大臣もびっくりしていました。その後、

私が国会か何かに行ったときに、いろんな方々

にそのことをお話ししますと、政治の中枢にい

る人たちでさえ、全くわかりませんでした。誰

もが、沖縄の基地は半分ぐらい解決するんだ、

というふうに思っているわけですね。 

嘉手納以南の施設 5 つは返されるわけです

が、何で 0.7 ポイントしか減らないかというと、

移設は、普天間が辺野古に移るように、キャン

プキンザーも那覇軍港もみんな沖縄県内に移

るからです。ですから、返還されるというより、

機能強化をして（同じ県内に）移っていくわけ

です。だから、0.7 ポイントしか変わらないと

いうことをよくご理解をいただきたいと思い

ます。 

そして、その返還時期も、キャンプキンザー

は 2025 年、10年後になりますか。那覇軍港は

2028 年、そういうふうに発表されております

が、その数字の後に何が書いてあるかといいま

すと、「またはその後」と書いてある。2025

年、2028 年、またはその後。「着実に返還し

ている。できることは全てやる」と言っている

中身はこういうことであります。政治の中枢に
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いる人でさえわからないわけですから、日本国

民は、「おお、安倍さん、やるじゃないか。嘉

手納以南も着実に返還されるんだ」というふう

に思われるかもしれませんけれども、内実はそ

ういうことでございます。 

そして、オスプレイもそうであります。オス

プレイもいま何機か本土の方で飛んでおりま

すけれども、2012 年ごろ、「13 年ごろから配

備をされるんじゃないか」、「沖縄に来るので

はないか」という話がございました。防衛省に

行きまして、確かめても、本当に直前までわか

らない。アメリカから何も知らされていない、

というのがその返事でありました。 

ところが、その 2年前に、森本敏元防衛大臣

が学者のころ、著書を出しておりまして、その

本に、「2012 年に 12 機、2013 年に 12 機、沖

縄に配備されます」と書かれていました。そし

て森本さんの書いたとおり、オスプレイは

2012 年には 12 機、2013 年には 12 機、来たの

です。 

そして、その本には、「新辺野古基地はオス

プレイを収容するために、つまりオスプレイ専

用の基地にするために設計をされている。普天

間は老朽化してオスプレイは使えない。ですか

ら、新辺野古基地に移すことによって、ある意

味で、この基地を維持したいのだ、そして、そ

こには 100 機以上配備される」ということも書

いてありました。さらに、その本の中には、「オ

スプレイは未亡人をつくる飛行機、製造機」と

いうような表現もしております。（オスプレイ

は）ハワイで墜落事故がありました。私がつく

って話をしているわけではございませんので、

森本さんの本を読んでいただきたいと思いま

す。 

本土で飛んでいるオスプレイも、新辺野古基

地が完成をしたら、あるいはその前に普天間に

また戻ってくるのではないか、私たちの肌感覚

からはそういう感じがございます。 

ですから、横田に今度ＣＶ-22 が来ますけれ

ども、それも沖縄に配慮して横田にしたという

話でありますが、あのＣＶ-22 を受け入れる部

隊は沖縄の嘉手納基地にあるのです。ですから、

横田に置いても、すぐ沖縄に来て訓練を始める

こと、嘉手納基地を中心としてやるということ

ははっきりしております。 

そういうことを考えると、私は、いまの沖縄

に対する日本政府のあり方、場合によっては米

国のあり方も、大変おかしいのではないか、こ

のように思っているわけです。本当に自由と人

権と民主主義を、共有の価値観を持つ国とタイ

アップするために、今回の日米同盟、あるいは

日米安保体制の首脳会談があったのかという

ことを考えますと、本当に心寂しくなります。 

そして、もう一つ申しあげますけれども、13

年前、ラムズフェルド米国防長官が沖縄の普天

間基地をみて、こういう言葉を残しました。「こ

んな世界一危険な基地は早く移せ」。現職の国

防長官であるラムズフェルドさんが言ってお

ります。 

そして、菅官房長官も再三再四、世界一危険

な普天間基地だから、早く辺野古に移して、そ

の危険性を除去したいと言っているんですが、

僕はこの方々にお聞きしたい。新辺野古基地が

できない場合には、この世界一危険な普天間を

本当に固定化できるのですか。本当に普天間の

基地を固定化できるのかどうか、日米同盟とし

てそういうことができるかということを考え

ますと、私はよく代替案を出せとか、沖縄が持

つべきだろうなどということをよく言われま

すけれども、これは当然国が考えるべきでもあ

りますが、普天間の固定化も私はできないと思

っておりますから、ある意味で、この新辺野古

基地はどうしても阻止をして、沖縄の今日まで

の歴史を含めて、もう一回総ざらいをしなけれ

ばならないなと、このように思っております。 

ですから、私は自由民主党の出身であります

から、日米安保体制の重要性はよく理解してお

りますが、政府には、とにかくいまの工事を中

断して話し合いをしてもらいたいと思います。 

それから、沖縄の振興策でありますが、これ

もよく「沖縄は基地を預かって振興策をもらっ

たらいいですよ」と、いろんな方から言われる

んですね。政治家からも、普通の国民からも。

これは、やはりマスコミ等々の報道がいろいろ
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ある。それから政府が誤ったといいますか、あ

るいはまた作為的に出すものがありまして、こ

れによって国民の皆さん方もそう思っている

のではないかと思います。 

年末になりますと、「沖縄の振興策、3,000

億円確保」とか出ますね。そうすると、普通の

国民は、47都道府県はみんな一緒にもらって、

その上に沖縄県は 3,000 億もらっているのか、

というように考えていると思います。沖縄県は

27 年間、日本から切り離されて、米軍の施政

権下に入ったものですから、その間は憲法も法

律の適用も何もないわけで、復帰したころは、

待機児童問題の認可保育園などは 1 つしかな

いぐらい、子どもたちの設備もそんなものだっ

たのです。 

ですから、27 年間、日本の法律になじまな

い中で過ごしてきましたので、返還をしたとき

に、当時の沖縄開発省と、いまで言う内閣府の

沖縄担当の部署が、沖縄県の予算を一括して各

省庁と交渉するようになったのです。ですから、

いまで言うと、内閣府が各省庁と沖縄県の間に

立って、では、建設省、100 億出しなさい、文

部省、学校をつくるために 100 億出しなさいと

いう形で、総額でき上がったのが 3,000 億円な

のです。ほかの都道府県はどういうふうにして

いるかというと、学校をつくりますから 100

億円下さい、何をつくりますから 100 億円下さ

いと言って、各省庁ごとに自分でやっているも

のですから、たとえば島根県は総額何千億円と

いう形で出てこないのです。 

沖縄は内閣府が一括してやるものですから、

3,000 億円。この 3,000 億円を一般の国民の皆

さん方は、ああ、沖縄は基地を預かっているか

ら、地方交付税とか、そういうものの上に乗っ

かって、さらに 3,000 億円もらっているんだな

というふうに考えてしまいます。振興策をとっ

て基地を預かりなさいよ、こういう形になるわ

けであります。 

しかしながら、この振興策はこういった仕組

みになっているわけでありますから、ぜひとも

これはご理解いただきたい。 

ちなみに地方交付税は、全国で何番目かとい

うと、47 都道府県のうちの 16位です。それか

ら、国庫支出金と地方交付税を合わせた金額は、

全国で 6位であります。しかし、この 6位とい

うのは、27 年間のブランクを、インフラから

何から埋めようとして、確かに沖縄県は、27

年間はほかのところの何分の 1 だったのです

が、いまは何十％アップで本土に追いつくとい

うことで、ある意味で、ほかのところよりは優

遇されているようにみえます。だけれども、そ

れはあくまでも地方交付税が 16 位で、国庫支

出金を合わせて 6 位というような状況だとい

うこともぜひご理解をいただきたい、このよう

に思っております。 

そして、沖縄はいま、大変元気になってきて

おります。私は去年の選挙で、大きなスローガ

ンを 2つ挙げました。1つは、日本の安全保障

は日本国民全体で考えてもらいたい、負担をし

てもらいたいということで、これは基地問題で

あります。 

もう一つは、米軍基地は沖縄経済発展の最大

の阻害要因であるということを、知事選挙では

大きなスローガンとして掲げさせてもらいま

した。 

それはなぜかといいますと、那覇市の新都心

地区にいま発展しているところ、沖縄に行かれ

た方はわかると思いますけれども、新都心地区

というのがあります。そこは 215ha の広さに米

軍の住宅が 100 戸か 200 戸あって、芝生が敷き

つめられて学校もありました。そこは軍用地料

が 52億円入っていましたが、25年前ぐらいに

返されました。軍用地の地主はびっくりして、

これだったら生活が成り立たないのではない

かということだったんですが、15 年前、私が

市長になりまして、そこを普通の区画整理でや

りまして、いまの新都心地区ができました。ど

ういうふうに変わってきたかといいますと、52

億円の軍用地料が 600 億円の販売額になって

いるのです。雇用は 180 名、つまり芝生を刈っ

たり、米軍の住宅をトントン直す人が 180 名働

いていましたけれども、いまの雇用は 1 万

8,000 名、100 倍であります。情報通信産業が

一番大きく貢献しており、そういったような形

で雇用が 100 倍になっているのです。 
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そして、以前の税収は 6億円でありましたけ

れども、その後 97 億円。いまはもっと大きく

なってきております。 

いまは、ほかの 2 つもありますけれども、3

つ合わせてどうなっているかというと、所得が

27 億から、これも 616 億とか、雇用は 327 名

から 2 万 3,564 名、これは 72 倍です。税収も

8億から 298 億というような形であります。 

では、いま言ったキャンプ瑞慶覧とか、キャ

ンプキンザーとか那覇軍港とか、普天間基地が

返されたらということで、沖縄県が試算したと

ころ、いま返されない中での基地関連収入とか、

そういうことを含めて、経済効果というものは、

そういった基地から来る今の収入は 500 億円

です。それが返還されて、いまの新都心地区の

ように私たちが開発をして、いろんな形で産業

に、あるいはまた公園にと使った場合、どれだ

け収入になるかというと、8,900 億円です。こ

れはもう 15 倍ぐらいになります。 

ですから、基地から関連収入はいま 2,000

億円ぐらいでありますけれども、あれが返され

たならば、いま沖縄に投資をしようとする国も

たくさんありまして、ただし土地のいいところ

はみんな基地にとられておりますので、返却さ

れた場合、沖縄のこれからの発展ははかり知れ

ないものがあるのです。 

「基地で食べているんでしょう」とかいわれ

ますが、「基地があるから食べられない」とい

った状況も、これから説明ができるようになる

のではないかと思っております。 

ちなみに、基地関連収入は、戦争直後は、沖

縄県のＧＤＰの 50％ありました。沖縄は戦争

でみんな破壊されたので、何も産業もありませ

んでしたから、50％は基地関連収入だったので

す。それから 27 年たって、復帰をするときに

は、基地関連収入は沖縄のＧＤＰの 15％でし

た。今は 5％を切って、4.8％まで基地関連収

入は落ちているのです。 

ですから、こういうようなものを含めて、「沖

縄は基地で食べている」というよう認識で、日

本の本土の皆さん方が、「いいんじゃないか、

沖縄は振興策をもらっているんだから、基地を

預かるのは当たり前じゃないか」というような

ことは、ぜひ考え直していただきたい。やはり

日本国民全体でこれを考えていただきたい、こ

のように思っております。 

いま沖縄にはアジアのダイナミズムが押し

寄せており、まさしくアジアの中心地になろう

としております。日本の辺境、アジアの外れだ

った沖縄が、いま日本とアジアの架け橋になれ

るような大きな可能性を秘めてきております。 

世界への物流拠点、アジアの物流拠点という

ものをＡＮＡ（全日空）さんがやっておりまし

て、当初からの物流の 100 倍を超えて、シンガ

ポール、上海、香港、台湾などから沖縄で物を

積み替えて、成田、羽田に持っていくのです。

本土の北海道とか山梨とか、そういったところ

のいろいろな特産物も沖縄に運ばれ、そこから

アジア各地に飛んでいくという 24 時間の那覇

空港ですから、いま本当に大きく羽ばたいてき

ております。 

情報通信産業も、本土と沖縄と結ぶことによ

って、シンガポールまで海底ケーブルがつなが

りました。沖縄県にはいま情報通信産業に働い

ている人が 3万人いますけれども、これもアジ

アの核となると言えるような企業が沖縄に進

出してきております。 

それからもう一つは、沖縄国際観光リゾート、

これもいまバースがありまして、10 万トンク

ラスの船が海外の人たちをどんどん運んでき

ます。去年、いわゆる 14年度で約 90 万、こと

しは 120～130 万を超えるような勢いでありま

して、観光客全体で 716 万でありますけれども、

そのうちの 120 万が海外の観光客ということ

になります。 

そういったことなどを私どもはベースにし

ながら、日本国に初めて貢献する沖縄として、

いわゆるアジアと日本の架け橋となって、昔の

大交易時代を踏まえて、アジアとの交流の中で

沖縄を考えていきたい。 

そして、アジアが平和でなければ、日本も、

どのアジアの国も、経済はだめになります。で

すから、沖縄が平和の緩衝地帯になるべきであ

って、そこに基地を持って、基地でもって平和
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を維持するなどということは、これは本当に難

しい話であります。 

ですから、沖縄には 160 の島々がありますの

で、その間に立って、平和の緩衝地帯として私

はこれからの沖縄を、アジアや日本に貢献をす

る、そういった素地になろうかと思っておりま

す。 

ありがとうございました。ニフェーデービル。

（拍手） 

 

＜質疑応答＞ 

 

司会 ありがとうございました。 

最初に私から 1問だけお聞きします。 

知事ご自身は、自民党出身というだけではな

くて、沖縄の自民党のリーダーでしたね。その

翁長さんが、自民党政府が 1990 年代半ばから

進めてきている辺野古移設に対し反対との主

張に変わられたのは、いつごろ、何がきっかけ

だったのかを、ぜひお聞きしたい。 

翁長 沖縄は、県民が保守と革新に分かれて、

大変な死闘を繰り広げてまいりました。親戚も

隣近所も分かれていました。私の父も兄も地方

政治家でしたから、私が二十歳になるぐらいま

では 15 回も選挙をして 8勝 7 敗でございまし

た。 

そういった中で、沖縄県民がみずから持って

きたわけでもない基地を挟んで、保守の方は

「生活だろう、自由主義社会を守るんだ」とや

っている。革新の方は、「人権を守る、誇りを

守る、それが人間の生き方だ、金で命を売るの

か」とやって、お互いに価値観を持ってやって

きたんです。 

冷戦構造が終わり、本土では小沢さんらが自

民党から出ていったりして政治の流動化が始

まったんですね。 

稲嶺さんが知事のときに、基地の問題で、15

年で区切って 2 ㎞先に軍民共用飛行場という

ことで許可したのです。それさえも当時の小泉

首相が潰しました。 

それをみたときに、自民党政権でも、民主党

政権でも、米軍基地は沖縄に置いておけという

のを、私は肌で感じました。極端な話、オール

ジャパンで沖縄に基地を置いておけ、こういう

ことになった。そうすると、もう自由主義社会

を守るとか、共産主義社会がどうだというより

も、私たち沖縄の人からすると、イデオロギー

よりはアイデンティティー、70 年前の戦争で

10 万人亡くなったおじいちゃん、おばあちゃ

ん、お父さん、お母さんがある中、これから以

降も私たちの子や孫にそれを引き継いでいい

のか、沖縄に生まれた保守の政治家は、沖縄の

子どもたちを守るために一番頑張るべきであ

って、日本で言う、日米同盟が大切、安保体制

が大切というのは本土の論理です。自分たちで

負担していないから、そういうことが言えるの

です。ここのところが、本土の保守と沖縄の保

守の違いだというふうに思っています。 

司会 つまり、辺野古に着地を図った小泉内

閣当時、ということですね。 

翁長 そうですね。 

質問 ６月初めに日本記者クラブ取材団が

沖縄に伺い、知事のお話を聞きたいと思ってお

ります。おそらく訪米後の感触をお聞きする機

会になるかと思いますが、その訪米に向けての

質問です。 

外交、特に安全保障は、政府の専管事項では

あるという意見もあるかと思いますが、その中

で、知事として今回、訪米される狙い、特に何

を訴えたいのかについてお聞かせいただけれ

ばと思います。 

翁長 まさしく国の専管事項でありますけ

れども、沖縄の１県に 73.8％の米軍の専用施

設があるということを、国から無条件に受け入

れさせられているということ。これでは、自己

決定権がなく、私たちの子や孫は守れない。ま

た日本の安全保障という意味でも、本当にそれ

がいいのかというような気持ちがございます。 

それで、73.8％の米軍専用施設があるという

ことは、何がみえてくるかというと、皆さん方

が日ごろ感じていない日米地位協定の不平等

性がよくわかってくるんです。飛行機が落ちる

事件、事故が起こる。私たちは沖縄防衛局に抗
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議に行きます。 

沖縄には、外国のように、47 都道府県で唯

一、日本大使がいるんです。その沖縄大使にも

抗議に行きますけれども、何をおっしゃるかと

いうと、「アメリカの運用の問題だから、口が

挟めない」と言うんですよ。そうすると、これ

はもう、とてもじゃないけれども、日本政府を

相手にしておったらどうにもならない、それで

アメリカに行きます。 

アメリカに行きますけれども、アメリカは必

ず「日本の国内問題だよ」と言うことになりま

す。そういうジレンマの中で行くことを私はよ

くわかっています。しかしながら、今回の新辺

野古基地の問題は、つくれない場合は、残骸が

残ったりします。つくれない場合は、「当事者

ですよ、アメリカさん、これは日本国の国内問

題にはとどまりませんよ、日米安保体制にひび

が入りますよ、これをよくよく考えて、新辺野

古基地を安易に考えたら、皆さん方の国の問題

ともかかわってきますよ」ということは申しあ

げてきたいと思います。それをどのように向こ

うが料理するかは、私には何とも言いようがあ

りませんが、ただ、私たちは、沖縄を守ること

と、日本を変えたい、日米同盟ももっと誇りあ

る品格あるものに変えたいというための一助

にしたいというふうに思っております。 

質問 お話を聞いて、体系的に知事のお立場

がよくわかりました。ありがとうございました。 

私も日本の安全保障は、日本全体で負担すべ

きだという知事のお考え、大変共鳴いたしてお

ります。ただ、先月、知事が中国に行かれた際

に、せっかく李克強首相と会われたのに、沖縄

の抱えるもう一つの安全保障問題、尖閣諸島の

問題をあまり強くおっしゃっていないと聞い

ております。これはなぜでしょうか。 

翁長 私は知事になりまして、基地問題も最

重要課題でありますが、先ほど申しあげました

アジアの成長のダイナミズムを取り入れ、アジ

ア経済戦略構想ということも重要だと思って

おります。 

河野洋平さんが 40 年来、日中友好の貿易拡

大について頑張っておられることを聞きまし

て、今回、ご一緒させていただきました。 

人民大会堂で李克強さんとお話をするとき

には、私たちの持ち時間 50 分の内、40 分は河

野洋平さんがＡＩＩＢですとか、そういったも

のをどう考えるかということなどを含めて、日

本と中国に横たわるような大きな問題で話さ

れました。 

私から何を申しあげたかといいますと、先ほ

どの福州との関係がありますから、福州と沖縄

の直行便、観光という意味でも大変重要なので、

ぜひともこれを定期便とさせてもらいたい。そ

れから、福州に自由特区ができますので、沖縄

にも特区がありますから、それとこれとを関連

させて、これから経済交流をさせていただきた

い、というような話をしました。私の持ち時間

は 10 分でしたので、これで全てが終わったわ

けです。それも李克強さんも答えも含めて 10

分でしたから、そういう話しかできなかったと

いうことです。 

司会 知事、次に李克強さんとお会いになっ

たら、尖閣に対する懸念、これはお話しになり

ますか。 

翁長 尖閣の懸念は、沖縄からしますと、

2001 年 9.11 のニューヨークテロで、飛行機が

ビルにぶつかっていったときに、大変なことが

起きたなと思ったら、1週間後に何が起きたか

といいますと、沖縄の観光客が 4割減ったんで

すよ、風評被害で。修学旅行がすぐとまりまし

た。 

尖閣は石垣の近くですよね。私は、尖閣は日

本の固有の領土だと思っています。いま石垣観

光は大変順調で、年間 100 万人が石垣に来てい

ます。しかしながら、尖閣で小競り合いがあっ

て、ほんの何名か、あるいは十何名か、けが人

が出たり、何かいざこざがあった場合に、10

万まで観光客が落ち込むんじゃないかなとい

う心配があるものですから、私からすると、何

はともあれ平和的にこの問題は解決できない

だろうか、と沖縄県を預かる知事としての思い

はございます。 

司会 それは今度ぜひ発信していただきた

いですね。 
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質問 先月、那覇市内で菅官房長官とお会い

になったときに、知事のほうから、昔の高等弁

務官のポール・キャラウェイ氏の名前を出され、

キャラウェイ氏といまの日本の政府の態度が

重なるというような発言がありました。これは、

どういうお気持ちからでの発言だったのでし

ょうか。 

翁長 27 年間の中で 6 名ほど高等弁務官が

来ました。当時は、沖縄県議会ではなく、沖縄

立法院議会と言って、何の権限もありませんで

した。布令、布告でもって、米国の民政府が司

令を出して、それの受け皿としての議会や、あ

るいは主席といっておりましたけれども、任命

主席、そういったような中で自治が行われてお

ったんです。その時代に、キャラウェイ高等弁

務官が一番、沖縄のあり方にメスを入れまして、

これはいい意味でも悪い意味でも、有無を言わ

さず全部改革をしていったというか、よく言え

ば改革、悪く言えば独裁者だった、そういうこ

とになります。沖縄にはキャラウェイ氏に反発

する何事も許されませんでした。 

そういう中で、今度の普天間の新辺野古基地

の問題、あるいはそれ以外の、先ほどのオスプ

レイの問題もみんなそうですが、沖縄がどんな

に嫌だといっても、東京要請行動で沖縄の 41

市町村長、41 市町村議長、全県会議員が行っ

て「勘弁してくれ」といっても、何も言わず持

ってくるこの姿勢ね。ほかの都道府県ではそん

なことないと思いますよ。ほかの都道府県で、

これだけの全市町村長が、全市町村議長が何の

問題にしろ「やめてくれ」と言ったら、そこに

いる国会議員が、次の選挙で落選しますから、

一生懸命頑張って、おそらく阻止すると思うん

ですね。沖縄の場合は、沖縄の国会議員、自由

民主党県連の国会議員はもう首根っこ押さえ

られて、県外移設から県内移設に変わってしま

ったんですね。それぐらい政府は権力を持って、

沖縄に関してはやるんです。やってきたんです。 

ですから、私はいつも理不尽だというふうに

思っておりました。27 年間の沖縄の置かれた

環境と、あの「粛々と進めるんだ、粛々と進め

るんだ」と 100 回も 200 回も聞かされますと、

こんな上から目線で、あのサンフランシスコ講

和条約で切り離されて、日本を支えてきたこの

沖縄に、地上戦で 10万人も亡くなった沖縄に、

このような形で表現をするのか、という気持ち

が私にはございました。 

ですから、菅官房長官にも直接お話しする機

会がありましたので、キャラウェイ高等弁務官

のお話もさせていただきながら、「粛々」とい

う言葉はやめてもらいたい、このように話をし

たわけです。 

質問 政府は普天間問題が起こってからず

っと沖縄の負担軽減、負担軽減ということを言

ってきましたけれども、オスプレイの配備も含

めて、県民の間では全然負担は減らずに、逆に

増強されているんじゃないかという声があり

ます。73.8％の基地を置き続けて、さらに全然

負担軽減にならないこと、その背景にあるもの

は、日本の中の何だと知事は分析していらっし

ゃるのか、教えていただきたいと思います。 

翁長 2 年前ですかね、参議院の予算委員会

の超党派メンバーが沖縄においでになって、基

地所在の首長さんたちと意見交換をしました。

そこで普天間は県外にという話をしましたら、

あえて名前を申しあげませんが、あるメンバー

の方が、こういうふうにおっしゃったんです。

「本土が嫌だと言っているんだから、沖縄が受

けるべきだろう。不毛な議論はやめようや」と

言ったんですよ。これを聞いて、私は、本当に

日本国民だろうかと思いましたね。 

こういったようなことがベースにあるもの

ですから、沖縄には基地を置いておくというこ

とが前提で、日本国民全体で日本の安全保障を

守る気概もないのに、1県にこれだけ押しつけ、

そして積極的平和主義だといったら、本当に日

本の覚悟といいますか、そういうものを感じら

れないのではないか。 

ですから、サンフランシスコ講和条約で沖縄

は切り離されましたけれども、先々、何かわか

りませんけれども、沖縄は切り離されるんじゃ

ないかという恐怖心が私にはあります。私の時

代ではないかもしれませんけれども、子や孫の

ために、私はそういった日本の民主主義のあり

方とか、そして自国民を守るという気持ち、そ



11 
 

してアメリカと一緒になって力を合わせて、そ

ういった価値観を共有するようなものをいま

一度組み立ててもらいたい、こういうふうに思

っております。 

質問 先ほど地位協定の話が出たんですが、

最終的には日米両政府で話し合ってもらわな

いといけないので、日米合同委員会でこの問題

を取り上げてもらうかことが必要になると思

うんですが、翁長知事としては日米合同委員会

にお願いすることは考えておられますか。 

翁長 いままでの経験から言うと、絶望的な

感じがしますね。だから、民主主義国家として

品格のあるものになっているかと、そういうこ

とを申しあげているんです。全市町村長、全市

町村議長、そして全県会議員が来ても、一顧だ

にしないところに、日米合同委員会で私たちに

意見を述べさせてくれというものが本当に成

り立つかどうか、国の専管事項であるとはいえ、

1 県にこれだけ押しつけているわけですから。

本当は当事者として意見交換すべきだと思う

んですね。 

ですから、いまおっしゃるようなものは、理

屈としては、普通の国にはあると思うんですけ

れども、いまのところ申しあげたい気持ちはあ

りますが、多分、言う前からむなしくなるので

はないかなあと、こう思っています。 

質問 私は終戦当時に中学生でございまし

て、中学校の英語の教師が翁長先生で、後に琉

球の大学長もなさった方でした。その一族であ

られるということで、風貌その他、頑固である

ところ、筋を通すところ、まさしくあの先生と

同じだなと思いながら聞いておりました。その

筋を通せば、結局は、沖縄独立論に行くだろう

と私は思っておりますが、いかがでしょうか。 

翁長 先輩の重厚な質問に答えるのも何で

すけれども、沖縄に言う前に、日本本土で覚悟

を決めて、米軍を受け入れて立派な日米同盟を

つくってもらいたいんですよ。何で沖縄だけに

このように上から目線で、あんた方で考えなさ

いよ、という姿勢になるのか。 

私がかたくなであるという人もいますが、僕

は安倍さんのかたくなさには勝てないと思っ

ていますよ。あんなかたくなな人はいないです。 

だから、よくよく考えていただきたい。沖縄

がこうして切羽詰まって話をしているのに、本

土の方々は独立だといって切り離すのですか。

本土の方々が切り離すと言えば、沖縄は切り離

されるかもしれませんが、沖縄は、いま日本国

のためにアジアのダイナミズムを取り入れて、

かけ橋となって頑張ろうということを言って

いるんですよ。そして、戦争をしてはいかんか

ら、平和を実現してもらいたい、沖縄は安定し

て日本国に貢献できるのではないかという話

をしているわけです。その中で新辺野古基地を

つくらさないといっているわけですから、その

辺のところは、ぜひよく理解してください。 

質問 辺野古に新基地はつくらせないとい

う知事の決意は理解しました。その一方で、政

府も非常にかたい決意で、辺野古に新基地をつ

くろうとしております。仲井真前知事がもう埋

め立て承認をした以上もうとめられないので

はないかという思いが、本土の国民の中には広

がっていると思います。 

その中で、どのようにしてとめることができ

るのかというのを具体的に示していただくこ

とによって、本土の国民が「まだこの問題は終

わっていないんだ」と理解できるのではないか。

手の内をさらすことになるのかもわかりませ

んけれど、言える範囲で言っていただければと

思います。 

翁長 今の質問も、沖縄が本土に説明すべき

だというんですよね。何であんなに本土に尽く

してきた沖縄に、沖縄がもがき苦しんでいるの

に、おまえたちが説明すべきだというのでしょ

うか。これはもう沖縄が日本の犠牲になるのが

当たり前だという話ですよ。この当たり前だと

いうところに、私たちの将来というものに向け

ての生き方、スコットランドとか、そういった

問題と沖縄が比較できるようなものが出てき

ます。 

先ほどの方からも、独立するんですかという

ような話がありました。ここまで、沖縄の人た

ちを国民として受けとめてくれないというよ

うなことであれば、これはなかなか厳しいもの
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になっていくのではないかなと思っています。 

沖縄が 27 年間の米軍の施政権下にあったと

き、プライス勧告といいまして、いわゆる銃剣

とブルドーザーで全て奪った土地を、借りてい

たのでは自分のものにならないからというこ

とで、プライス下院議員が来て勧告を出したの

です。強制買い上げです。強制買い上げをして、

いわば国有地といいますか、米軍用地といいま

すか、正確な表現はわかりませんが、強制買い

上げをやろうとしました。それは 1955 年ぐら

いのときで、沖縄の人は裸足で、イモ食べて歩

いているような状況でしたけれども、そういっ

たようなときに、保守も革新もみんな 1つにな

って、絶対に売らないというということで、あ

のプライス勧告を阻止したんですよ。だから、

いま全ての基地は民有地であったり行政の土

地だったりして、「だめだ」ということが言え

るのです。あそこで強制買い上げに対し私たち

が負けておったら、いまの沖縄の基地があと 3

倍、4倍にも、どんどん増えてしまったかもし

れません。 

ですから、あの厳しい治外法権みたいなとこ

ろでも、ウチナーンチュは闘ったんです。自治

権獲得をしてきたんです。本土のように、与え

られた自治じゃありません。沖縄は、自分から

27 年間、高等弁務官と、あるいはアメリカの

民政府と闘って人権もやってきたんです。そう

したものが、いま、今日生きているんです。だ

から、2～3日前、3万 5,000 人も、あの炎天下

で集まったんです。よくわかっているんです、

ウチナーンチュも。よくわかっていながらも、

沖縄の人はそれでへこたれない。へこたれない

で、しっかりと自己主張をしていかなければ、

と思っている。子や孫に対して、もう一度 70

年前のああいう戦争を経験させたくない、とい

う思いが強いんです。 

ですから、手続論に関しては細かいことはた

くさんあります。撤回か取り消しか、あるいは

いろんな問題があります。これは知事の権限と

して私は有効に使って、名護市長さんも一緒に

なって、これはつくらせない、またそれができ

るというふうに確信を持っておりますので、ぜ

ひ頑張っていきたいと思っています。 

質問 米国を訪問して、どのような立場の人

にお会いになるのか、決まっていれば教えてい

ただきたい。 

翁長 日米首脳会談の後で、小さな沖縄県の

知事がどのような形でやれるかということに

なります。 

私はいま、新辺野古基地はつくらせないとい

うことで主張しています。一方、アメリカは、

沖縄の米軍施設も含めて日本国内の問題だと

言っているわけです。そうしますと、新辺野古

基地をつくらせないということは、アメリカと

は関係のないことになってまいりますので、本

当にそれでいいのかというようなことは話を

させていただきたいなと思っております。 

しかるべき人に会えるかということであり

ますが、いま、流動的なところもございます。

いまいろいろ交渉していますが、どのような形

になっても、私とすればしっかり伝えて、場合

によっては何回も行かざるを得ないのではな

いか、そういったことも考えながら、そして日

本の国民、本土の方々にもぜひこの問題は考え

ていただきたいということを、これからも機会

があるごとに訴えていきたいなと思っており

ます。 

司会 アメリカの国会議員とは会えそうな

感触はありますか。政党は問わず。 

翁長 いままで行った方でも、なかなか会え

ない部分がございます。元国会議員、前国会議

員という方では間違いなく会えますけれども。

現職ということよりは、連邦議会のシンクタン

クですか、ここがじっくり私の話を聞いて、そ

の内容を全国会議員に配るとの話も聞いてお

りますので、こういった形も通じながら、アメ

リカとは交渉していきたいと思います。ただ、

今の日米関係から考えますと、大変大きな壁だ

と思います。 

しかし、僕は、いつもこういう質問を受ける

ものですから、何か本土の方は、そういうこと

を言いながら、「おまえ、できないのにやるの

か」とか、こんなような目線でみているのでは

ないか。一体全体日本国民はどう考えているん

だ、自国民がこんなふうになっているのに、国
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が動かないで、「おい、沖縄どうするんだよ。

おまえたち、何もできないんじゃないか」など

と言って、その心の奥底にそれがみえてきて、

だから菅官房長官とあまり違わないんじゃな

いかという、そんな感じがするんですね。 

司会 一番最後のご発言が、一番端的にご自

身のお気持ちをあらわしているように聞こえ

ました。 

きょうは、始まる前に揮毫していただいたの

は、こういう言葉です。「誇りある豊かさ」。

翁長さん、これ、一言言葉を添えてください。 

翁長 沖縄は今日まで、時代背景で二重人格

を強いられてきたのですね、保守と革新と分か

れて。保守は生活、革新は平和。ところが、い

まは、このアジアのダイナミズムの中で、それ 

から世の中の環境、世界情勢も変わってまいり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ました。アジアがこんなに発展すると思いませ

んでしたが、そういったダイナミズムの中で、

私たちは、自分たちの心の中に別々に持ってい

たものを、平和と、そして経済というものを持

てるようになりましたから、その誇りというも

の、いわゆる人権と尊厳、誇り、こういうもの

をあらわしております。 

そして、豊かさというものは、もともと保守

が持っていた経済であります。この 2つが今回

重なり合うように、これからの 21 世紀ビジョ

ン、沖縄は本当に自分の尊厳も守りながら、な

おかつアジアの中でしっかりと経済活動もや

っていきますよ、そして平和のための緩衝地帯

となって頑張りますよ、ということをこの言葉

に込めております。 

司会 はい。きょうはありがとうございまし

た。 

（了） 

 

 


